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令和６年１２月

☆１２月１日から１０日まで交通安全県民運動が実施されます。
愛知県内では、飲酒運転に起因する重大な交通事故が無くなりま

せん。
一人一人が、飲酒運転が危険であり重大事故に直結するというこ

とを認識し、飲酒運転を根絶しましょう。
☆飲酒運転の危険性
「酒は百薬の長」といわれ、状況をわきまえて飲むお酒は心を楽

しく豊かにしてくれます。しかし、車を運転するときのお酒は絶対
に許されないものです。
アルコールには、中枢神経を麻痺させる作用があり、自分では自

覚がなくとも、理性、平衡感覚及び視力が低下し、視野が狭くなる
等の正常な運転ができなくなります。
☆運転者以外の周辺者も処罰の対象になります。
・飲酒運転をするおそれのある人に対してお酒を提供した人
・飲酒をした人に運転を依頼して車に同乗した人
・飲酒運転をするおそれのある人に対して車を貸した人

東田中交番管内で自転車盗が多発しています。
ツーロック、盗まれにくい環境に駐輪！！

他交番の交番だよりは、
コチラから閲覧できます。

飲みません 今日は私が ハンドルキーパー
～飲酒運転を根絶しよう～

◎飲酒運転根絶BOXの周知
愛知県警では、ホームページ内に県民の皆様から飲酒運転の情報を

電子メールで受け付ける「飲酒運転根絶BOX」を開設しています。
飲酒運転の情報があれば、お寄せ下さい。

【飲酒運転はお酒を飲む人も、飲ませた人も犯罪です。】
☆安全運転管理者による酒気帯び確認の義務
※安全運転管理者の方は確実に行ってください。
令和５年１２月から安全運転管理者の業務に、アルコール検知器を用

いた酒気帯びの有無の確認が加わりました。
◎運転前後の運転者の状態を目視等で確認し、アルコール検知器で運転
者の酒気帯びの有無を確認すること。

◎酒気帯びの有無について記録し、記録を一年保存すること。
◎アルコール検知器を常時有効に保持すること。


